



















































































 「郷土叢書の話」柳田國男　（柳田國男全集 7 　筑摩書房1998年）P379
 （初出『岩手日報』大正15年 9 月20日―10月 8 日連載）
文中「常盤君」とあるのは常盤雄五郎氏12のことであろう。常盤氏は、仙台の郷土関係書の出版
に尽力した伊勢斎助について「平生郷土ものの編集に専念して、ほとんど余念がなかつた。」13





























 「地方資料の蒐集」（阿部次郎全集第十三巻　角川書店　昭和37年 6 月）p19


































































19年 3 月とされているので、（中略）19年の 8 ～ 9 月頃に目録が作成提供されたものと思われる。とすれ
ば 9 月に軍隊に入った学生にとっては、
 「東北大学附属図書館「漱石文庫」の成立」（『原田隆吉図書館学論集』雄松堂1996年）p475-476




















 『東西書肆街考』 脇村義太郎著　（岩波新書 黄版87）岩波書店1979年　 「京洛書肆街考」p54



























「本館第四代司書官　重久篤太郎先生を憶う」矢島玄亮（『木這子』第 8 巻第 4 号（通巻32号）　東北大学附
属図書館　昭和59年 2 月）によると、一般図書は書庫で守る方針としたが、国宝は金庫に入れて地下




































































































 （『木這子』第 8 巻 4 号（通巻32号）　東北大学附属図書館　昭和59年 2 月）




 「敗戦前後」（桑原武夫集 4 　岩波書店1980年 7 月）P205

























































































 東北大学農学部同窓会　平成 9 年　p296





















の二期本分類に入った。（中略）終に昭和29年 8 月 8 日、待望の二期本整理は一応終了した。（中略）残っ
たのは、別置してあった古文書、絵葉書、地図、暦、ちらし等の特殊資料である。 同上 p 8
整理作業の過程で、別置本・特別本選定の作業が行われた。「〔昭和28年〕10月21日．第 1 狩野
本ニ継クベキ別置書ハ別置扱トス。仏庵臨帳ノ如シ。又特別本ト認ムベキモノ、例ヘバ自筆本









































































 4 「唐本商の変遷」田中慶太郎（文求堂）（『紙魚の昔がたり』 反町茂雄編　臨川書店 1978年（訪書会叢書 第
1 編（訪書会昭和 9 年刊）の複製）p158　には、かつて〔明治30年代後半頃〕大学等では漢籍地誌類の蒐
集に務めていたことが回想されている。
 5 「楊舟 東川徳治年譜考」江戸恵子　法学志林 92－ 4 　法政大学法学志林協会1995年 3 月（『支那法制史研
究』（アジア学叢書 61）大空社　1999年に修訂再録）「東川徳治と『典海』編纂の経緯」山根幸美　『汲古』
27　古典研究会 編　1995年 6 月　等参照
 6 「狩野文庫とともに」矢島玄亮　p 6 　矢島氏は昭和 7 年から後任として嘱託され、狩野文庫の整理を担当。




 9 大正12年 7 月没。國學院大學教授。折口信夫の師としても知られる。『標註　土佐日記』（丁 B1-6-3）は折
口から三矢に贈ったものであることが三矢の識語に記されている。
10 「東北大学附属図書館所蔵「小野隆庵旧蔵書について（医学稿本など）」」高橋章則（シリーズ　貴重図書
22）『木這子』第26巻第 2 号（通巻95号）　東北大学附属図書館　平成13年 9 月　参照
東北大学附属図書館和漢書貴重図書目録の刊行について（二） 87
11 『北京風俗図譜』1 ・ 2 　内田道夫編・［青木正児原編］（東洋文庫 23・30）平凡社 1964年『北京風俗図譜』
内田道夫図説・青木正児図編　平凡社 1986年等参照　東北大学史料館には、作成時の関連資料として　
［留学教官購入図書精算関係書類］図書館 /14　（青木正児自筆書簡添付）が保管されている。







15 昭和21年 5 月まで在任
16 「東北大学附属図書館和漢書貴重図書目録の刊行について（一）　―昭和11年版『和漢書別置本目録　未定
稿』刊行とその周辺―」大原理恵（『東北大学史料館紀要』 8 　東北大学史料館2013年 3 月）p82参照
17 『古代宗教論』乙 B1-15『古代宗教論余』乙 B1-16　と思われる。なお、これらは『東京学士会院雑誌』十
編之四・十編之七（明治21年）に掲載されたものの稿本か。ともに、『陽春廬雑考』（小中村清矩　吉川半
七　明治30年）所収。
18 「狩野文庫所蔵の本草綱目に就て」岡田要之助『図書』岩波書店　昭16年 7 月
19 「狩野文庫とともに」矢島玄亮　『図書館学研究報告』16　東北大学附属図書館　昭和58年12月　p17













29 昭和20年 6 月～31年 4 月　東北帝国大学附属図書館　
30 「本館第四代司書官　重久篤太郎先生を憶う」矢島玄亮






















狩野文庫 9 点 その他62点
　中国古刊　　　　　 3 点
本草綱目　　　　　　　　阿三－六四＊
重刻元本題評音釋西廂記　阿三－六五＊
皇明輿地之圖　　　　　　阿三－六六＊
　古写経　仏書古写本 5 +38点
乞戒導師作法　　　　　宇八－一〇一三＊
結縁灌頂三摩耶戒作法　宇八－一〇一四＊
大疏百條第四聞書　　　宇八－一〇一五
新池抄　　　　　　　　宇八－一〇一六
教化集　　　　　　　　宇八－一〇一七
（古写経・資料名省略）古一～三八 ※古一九は日本古刊
　古写本　　　　　　　　 2 点
大廣益會玉篇（倭玉篇）　宇八－一〇四二
韻鑑　　　　　　　　　 宇八－一〇四三
　原本稿本　　　　　　　 5 点
契冲阿闍梨尺牘　　　　　宇一二－一二八六
東大寺御寶物搨本張込帖　延三－一三四一＊
漱石日記帳　　　　　　　延三－一三四二
「無何有洲」七草集　　　 延三－一三四三
狩野文庫目録　　　　　　延三－一三四四
　画図　　　　　　　　　 1 点
臨顧愷之女史箴巻　延四－一五〇五　小林古径前田
青邨模寫
　西鶴本及浮世草紙　 3 点
好色一代女　宇四－八二五　 寫本・尾崎紅葉大橋乙羽舊藏
元無草　　　宇四－八二六　寫本
好色文傳授　宇四－八二七＊
　西鶴本及ビ浮世草紙　　 3 点
好色一代女　延四－一八〇一　覆刻　神谷鶴伴刊
好色一代男　延四－一八〇二　覆刻　神谷鶴伴刊
好色五人女　延四－一八〇三　覆刻　神谷鶴伴刊
　諸種刊本　　　　　　　 1 点
神天聖書　延四－一九〇四
　諸種写本　　　　　　　 1 点
源氏物語　延四－一九四六＊　知恩院宮良純親王等寫
　文書　　　　　　　　　 5 点
西園寺家文書　　　　　　　　　　　延五－一九六九
湯目家文書　　　　　　　　　　　　延五－一九七〇
村上和泉守等ヨリ神野又四郎宛書状　延五－一九七一
慶長年永代田畠賣券　　　　　　　　延五－一九七二
倉持文書　　　　　　　　　　　　　延五－一九七三
　秘本　　　　　　　 3 点
繍像第一奇書鐘情傳　宇六－九九五
天地陰陽交歡大樂賦　宇六－九九六
譯解笑林廣記　　　　宇六－九九七
　秘本　　　　　　　　　 1 点
宇津山小蝶物語　延六－二〇〇一＊
　＊は「別置本目録追加」（謄写版　昭和20年 1 月27日）収載資料。ただし同追加目録に収載されている『古
代宗教論』（小中村清矩）は、36年度別置本目録には収載されていない。
